
いも類振興情報  No.142 2020.１

目　　次

巻頭言
　高齢者の命の糧 “甘く美味しい焼き芋”　　　　　　　　　 津久井亜紀夫……	 １

特集　いも類の新品種紹介
　サツマイモ
　　こないしん（でん粉原料用）	 小林　　晃……	 ２
　　しろほろり（品種登録名 MYAG-15TW：青果用）	 坂口　公敏……	 ５
　ジャガイモ
　　さらゆき（業務加工用）	 松永　　浩……	10
　　しまあかり（青果用丸系）	 柏木　伸哉……	14
　　しまクイーン（青果用長系）	 柏木　伸哉……	18
　　なつがすみ（ポテトチップス用）	 津山　睦生……	21

調査・研究
　直播用カンショ育種の進捗と課題	 境垣内岳雄……	24

　沖縄県におけるかんしょ栽培の現状と課題	 岡田　吉弘……	30

　ゲノム編集を巡る最近の動き	 梅基　直行……	35

海外情報
　中国の唐芋事情	 郷原　茂樹……	42

　サツマイモ海外需要調査報告	 荒木田尚広……	45

いもと文化
　ジャガイモと映画（10）＜粉ふき（１）＞	 浅間　和夫……	50

ジャガイモの料理
　変幻自在にジャガイモを主張する料理	 若林　昌英……	53

おいも探訪11
　カルビー（株）のサツマイモ系スナック商品の取組み	 山田　英次……	57

講演会
　令和元年度いも類講演会のご案内�������������������� 62

編集後記… …………………………………………………………………………………65

表２ 表３

編集後記

発　行　一般財団法人　いも類振興会
　　　　〒107-0052 東京都港区赤坂6-10-41　ヴィップ赤坂303
　　　　TEL 03-3588-1040　FAX 03-3588-1225
　　　　E-mail:  imoshin@fancy.ocn.ne.jp
　　　　郵便振替　00130-1-110152

印　刷　株式会社丸井工文社

いも類振興情報　第142号
2020（令和２）年１月15日発行

　定価　１部� 500円
　年間購読料（季刊）� 2,000円

本誌から転載の場合は、本会の許可を得て下さい。

－65－

◇�　令和での最初の正月となりますが、読者の皆様の本年のご多幸を心よりお祈
り申し上げます。

　�　さて、１月号では特集として「いも類の新品種紹介」を掲載するのを恒例と
しており、本号においても新たに品種登録の出願公表がされたもの６品種につ
いて、それぞれの育成者に解説頂いた。サツマイモでは「こないしん」（九州沖
縄農業研究センター）、「しろほろり」（三好アグリテック（株））、ジャガイモで
は「さらゆき」（北見農業試験場）、「しまあかり」並びに「しまクイーン」（鹿
児島県農業開発総合センター）、「なつがすみ」（カルビーポテト（株））を紹介
するが、いずれもこれまでに無い優れた特性を持つ新品種で、今後広く普及す
ることを期待したい。

◇�　昨年末、10月28日から11月１日までの１週間、例年通り農水省の消費者の部
屋で「さつまいも・じゃがいもの週」が開催された。恒例のいも類の実物展示は、
農研機構の各センター、道県農業試験場等のご協力を頂き、青果用、加工用、
醸造用等のかんしょ25品種、ばれいしょ21品種がそれぞれ展示され好評を得た。
５日間を通した来場者は昨年同様の800人程度と盛会だったが、いも類に関心が
ある方が多く色々な説明を求められた。特に、ある初老の婦人から「戦前に食
べた白い色のさつまいもがとても美味しかったが、何という品種ですか？」と
の質問があり、本誌134号に掲載した「七福芋」のことを思い出し説明したら、
そのことだったようで大変喜んで頂いた。

◇�　本号では、調査・研究のコーナーに、現在、九州沖縄農業研究センターで先
導プロジェクトとして研究が進められているサツマイモの直播用品種の育種状
況を寄稿して頂いた。サツマイモ生産での労働別作業割合を見ると収穫に38%、
次いで育苗、定植に34%かかっている。しかし、収穫作業は機械化が進んでい
るのに対し、育苗、定植は人力作業に頼っているのが現状である。労働力不足
が深刻な中、サツマイモの直播は一つの解決方法として期待したい。

◇�　去る11月17日に、千葉県香取市で「第32回栗源のふるさといも祭り」が盛大
に開催された。この祭については本誌No.141の「産地情報」で詳しく紹介して
頂いたが、今回も焼き芋広場では、100カ所のもみ殻山が作られ、「ベニコマチ」「シ
ルクスイート」が焼き芋にされ４千人に配られたとのことである。昨年、甚大
な台風被害を受けた千葉県では明るい話題と言えよう。

（鈴木　昭二）
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